
相馬岩木合同森林事務所が完成しました！ 

 

津軽森林管理署 

 

令和７年１月９日、津軽森林管理署相馬岩木合同森林事務所（相馬ならびに岩

木森林事務所の合同庁舎）の新築工事が完了しました。 

 

新築された森林事務所は、造作用としてスギ、ヒバ、ベイマツ、倉庫の構造材

に CLT（直交集成板）が採用されるなど、ふんだんに木材が使用されています。 

今年（令和 7 年）は弘前市含む津軽地方が、稀にみる大雪に見舞われ、３月ま

では多くの雪が残ったため、新しい森林事務所での業務は４月からスタートしま

した。 

  

【事務所入口は明るいスギ】       【執務室の様子】 

      

【倉庫内部に構造材を採用】 

 

 弘前市の国有林を管轄する森林事務所として、今後も地域とのつながりを大事

にした業務を行っていきます。 

なお、山に入られる方は、無理をせず、ご自身の健康管理に留意していただく

とともに、クマの出没に備えて鳴物などを携行しましょう。また、タバコを吸わ

れる方は灰皿を持参して吸い殻を持帰るなど、火の始末を確実にお願いします。 
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